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研究成果の概要（和文）： 成人双生児を対象に，働き方と心身症状の関連を検討することを目的とした。成人
双生児を対象とした質問紙調査により，働き方（職種・雇用形態・労働時間・変則勤務の有無など），職業性ス
トレス，うつ症状，身体症状などについて回答を得た。また，うつと閉じこもりの遺伝的な関連を解析し，閉じ
こもりには遺伝要因が関与していることおよびその遺伝要因は時間とともに増加することを明らかにした。さら
に，うつ症状と自己効力感には遺伝的相関があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： To investigate the influences of work-style and lifestyle on psychosomatic 
symptoms. Questionnaire surveys were conducted using adult twins members of the Osaka University 
Twin Registry. Work-style were measured by the occupation, pattern of employment, working hours, 
shift work and night work. Additionally, occupational stress, depressive symptoms and somatic 
symptoms were measured. We found that depressive symptoms and Tojikomori ( social isolation ) have 
genetically correlation and genetic factor which affect Tojikomori increase by over time. In 
addition to, we found genetic and unique environmental factors contribute to the association between
 self-efficacy and depressive symptoms.

研究分野： 公衆衛生学，健康科学
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１．研究開始当初の背景 
 不安やストレスを抱えた労働者の割合は、
厚生労働省の平成 19 年労働者健康状況調査
によると約 6 割にも及ぶ。不安やストレスの
蓄積により、勤務に支障が出るほどの疲労、
頭痛、抑うつ症状に至り、その中には明らか
な疾患（生活習慣病、大うつ病性障害など）
の発症に至る労働者もいる。最悪の場合、自
殺に至るケースも存在することが社会的問
題となっていることは言うまでもない。多数
の労働者が、精神面が不健康なまま勤務を継
続しており、職場のメンタルヘルス対策方法
の確立が急務である。 
 この状況は、本来心身の健康を回復、増進
する専門職であるはずの看護職（保健師、助
産師、看護師、以下看護師）においても例外
ではない。むしろ看護師の心身の疲労に起因
する離職、燃え尽き症候群、医療過誤などが
社会問題となって久しい。さらに、離職や休
職による看護師不足から労働量、労働時間が
増加し職場環境を悪化させるという悪循環
に陥っている。現在までの看護師の職場環境
に関する研究では、労働時間、労働量、変則
勤務、夜勤などによる身体的ストレス、さら
に緊張感や集中力を保つことによる精神的
ストレスそして対人関係や感情労働による
心理的ストレスがいわれている。このような
看護師の職種に固有の職場環境やワークス
タイルに加え、個々のライフスタイルの影響
も考慮に入れた心身症状の予防体制が、看護
師の心身の健康を保つ上での喫緊の課題で
ある。しかしながら、職場環境やワークスタ
イル、ライフスタイルは多種多様な因子の交
互作用の現れであるため、エビデンスが確立
されていないのが現状である。従って心身症
状出現に関与する因子を見出すには、種々の
ワークスタイルやライフスタイルの中から
影響を同定し得る特殊な手法を用いる必要
がある。 
 
２．研究の目的 
 看護師の多くが過大な労働時間、労働量、
変則勤務などの身体的ストレス、緊張感や集
中力などの精神的ストレス、さらに患者や同
僚との対人関係や感情労働などの心理的ス
トレスに曝されて，これが離職，燃え尽き症
候群，医療過誤などの原因の一つとなってい
る。このような看護師の職場環境の改善は喫
緊の課題であるが，そのためには職場環境や
ワークスタイルに加え、個々のライフスタイ
ルの影響も考慮に入れた心身症状の予防体
制が必要である。しかしながら、ワークスタ
イルやライフスタイルをどのように考慮す
べきか、エビデンスが確立されていないのが
現状である。そこで本研究は、看護師の職場
環境の改善に応用できるよう、看護師のワー
クスタイルやライフスタイルに焦点をしぼ
り、心身症状発症に関与する因子やその発症
メカニズムを成人双生児を用いた縦断研究
によって解明することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
（１）当初の計画通りに，本研究の目的に合
致する研究協力者を募集すべく，日本精神科
看護技術協会の機関誌，病院協会を通じた広
報等を行った。しかし，十分な研究協力者を
集めることができなかった。 
（２）大阪大学大学院医学系研究科附属ツイ
ンリサーチセンターのツインレジストリー
（登録簿）に登録されている成人双生児を対
象に，郵送質問紙調査を実施した。また，専
用ウェッブサイトを構築し，回答できるよう
にした。 
（３）調査内容は，基本属性，疾患の既往歴，
生活習慣に加え，職場環境として，職種，役
職，雇用形態，労働時間，夜勤の有無，不規
則勤務の有無，職業性ストレス（厚生労働省
研究班作成），人生満足度，慢性疲労スケー
ルなどについて尋ねた。労働に関しては，過
去（現在も含む）のうち，最も長期間従事し
ていた職業について回答するよう指示した。 
 
４．研究成果 
（１）当初の主題である看護師については，
現職看護師の双生児の研究協力者を十分に
募集することができなかった。また，大阪大
学ツインレジストリーの 1394 名の研究協力
者の中に 6 名しか看護師が含まれておらず，
看護師に限定した解析では公表できる成果
としては不十分であった。そこで，看護師に
限定せず，労働者一般における働き方と心身
症状の解析を行った。 
（２）働き方と心身症状（疲労尺度）の関連
を双生児法で検討した。解析対象 561 名，平
均年齢 61.3 歳，標準偏差 18.8 歳であった。
このうち調査当時に就労中のものは 60％程
度であった。回答者のうちペアの双方が疲労
尺度に回答したものは 227 組であり，その内
52 組は不一致ペアであった。Co-twin 
case-control 法を用いた解析では，過重労働
（非常にたくさんと仕事をしなければなら
ない，一生懸命働かなければならない）の項
目では遺伝的背景を考慮した場合としない
場合での違いが認められなかった。すなわち，
環境要因が大きくかかわっていることが示
唆された。一方で，夜勤や不規則勤務などは，
オッズ比に有意な上昇（あるいは低下）が認
められなかった。研究協力者の基本属性が多
岐にわたっていることが要因と思われるた
め，今後さらなるデータ収集，縦断的な検討
などが必要である。 
（３）研究協力者の 40％はすでに退職してい
る高齢者であったため，高齢者に特徴的な精
神症状（うつ，閉じこもり）について双生児
研究法による解析を行った。閉じこもりには
30％程度の遺伝要因が関与していること，そ
れは時間と共に新たな遺伝要因が加わるこ
とがわかった．また，うつとの関連では，閉
じこもりに関与する遺伝要因が将来のうつ
を引き起こす割合は全体の 10％程度（うつの



遺伝要因 30％である）と，閉じこもりに関与
する遺伝要因とうつに関与する遺伝要因が
異なることを証明した。 
（４）自己効力感は心身の健康との関連が指
摘されている性格の一つである。そこで，う
つ症状と自己効力感の関連についても解析
を行った。うつ症状と自己効力感には，遺伝
的および環境的な相関が認められた。また，
共通経路モデルが最適モデルであることも
分かった。このことから，両表現型に共通す
る共通の潜在要因の存在が示唆された。 
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